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河
口
及
海
面
に
於
け
る
館
親
魚
の
採
卵
に

就
て

石
特
川
口
に
於
け
る

一一一採
卵
一
試
驗
成
一一一一一一一の
紹
介

末
期
遡
、--f
す
る
一一一は河
口
附
近
--f
面
に
於
て
已
に
成
熟
す
る
も
の

あ
り
-

之
等
は
操
卵
に

一一一一一し
て
人
工
解
化
を
行
1一-;
と
き
は
上
流
に
於

て
操
卵
せ
る
も
の
に
比
し
て
少
し
も
劣
る
と
こ
ろ
な
-
-

一一一一成
一被
を
示
す

こ
と
は
巴
に
刷
明
さ
れ
た
事
實
で
あ
る
o

救
に
上
流
に
於
て
標
-llP
鞍

が
是
り
な
い
場
合
に
は
之
等
の
下
流
若
く
は
-ll-
面
に
て
漁
渡
せ
る
も

の
-
le
組
1-h一と
し
て
利
用
し
卵
一・f
を
充
一一一一一一せ
し
む
る
こ
と
が
有
利
で
あ

る
と
唱
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
未
だ
践
く
a一施
さ
る
・・・
に
一一-
ら
な
い

昨
年
S
如
く
本
道
の
確
不
漁
の
年

は
從
て
河
川
遡
上
親
一一一…一一数
も
少
く

之
は
四
'
-
-
:
:一年
後
:o

）不
漁
、一原国
と
な
る
は
明
--o
で
あ
る
o

本
通
の

能
一無
渡
0

）----=長
は
四
一一一一，
前
の
解
化
放
流
数
S
多

一一一一一一に
關
係
あ
る
こ
と

は
添
付
一間
表
に
一一一一す
通
り
可
な
り
額
著
な
も
の
が
あ
る

。こ
-lL
を
一一一一 :

正
す
る
に
は
一一一一 ::-，他
よ
り
種
卵
の
大
量
移
殖
を
行
，一か或
は
解
化
に

田

-?i-

利
川
さ
れ
な
い
下
流
の
一一一・子
を
標
て
解
化
'一一一流
す
る
よ
り
他
に
途
が

な
い

。然
し
北
:

，n一適
に
他
よ
り
大
量
の
随
種
・一を
移
麻
す
る
こ
と
は

實
際
間
題
と
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
:

一a
-

一f一使者
の
方
法
を
行
ふ

よ
ll--
外
に
妙
:

．一、は
な
い
と
信
ぜ
ら
れ
，（

然
る
に
前
述
0

）如く
こ
れ
が
實
用
化
さ
れ
て
ぉ
ら
ぬ
の
は

:

何
に
基

国
す
る
か
と
言
ふ
に
こ
れ
は
漁
渡
利
用
す
る
者
と
解
化
事
業
經
管
者

と
0

）連
絡
が
よ
く
と
れ
て
居
ら
な
い
た
め
と
思
は
れ
る

。我
力

か
ら

観
れ
ば
漁
業
者
は
一-ilf
來
の
自
己
の
漁
一一四
を
增
加
す
る
た
め
に
上
流
の

解
化
場
に
採
-lla
，

数
の
不
足
を
應・たる
場
・

一 :
に
は
自
一一，一の
那
子
を
提

供
し
て
解
化
放
流
し
て
一一a一ふ
様
に
要
一一一一一一し
そ
う
な
も
の
一一．?が
之
は
一曹

て
行
は
れ
た
例
を
---
か
な
い

。む
し
ろ
解
化
事
業
者
と

．in-一一一一一一一一と
は

對
立
し
て
互
に
非
を
舉
け
ァ
ラ
探
し
を
應
酬
す
る
様
な
場
合
が
展
・一一一



あ
る
こ
と
は
一誠
に
遺
解
な
こ
と
で
あ
る
o

之
に
一
開
し
て
は
指
導
の
立

場
に
在
る
者
'

の
努
力
を
必
要
と
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が
一一a0一一c:
自
身
に

於
て
も
自
ら
:
，一ff
・一一一W一一一く
様
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ

。整
に

一つ
紹
介
し
度
い
こ
と
は
石
特
漁
一一一一一一細
合
員
は
近
年
の
能
不
漁
に
刷

戦
r
-
----
れ
た
が
率
先
し
て
石
持
河
口
附
近
の
未
利
用
卵
子
の
解
化
場
提

供
を
中
出
で
た
こ
と
で
あ
つ
て
後
れ
た
り
と
一'u
-
'-

i

M
・

‘o
行
は
さ
る
に
若
か

ず

で
あ
る

。況
や

こ
れ
は
本
適
に
於
け
る
最
初
の
試
で
あ
る
に
於
て

お
や

。そ
の
飲
况
を
述
べ
る
と
次
の
通
で
あ
る

。

昭
和
七
年
十
二
月

一
、二

十

十

二

、
十
三

、
二
十

一
、

二
十
二

、
二
十
三
日
の
九
目
間
（期
E

--9-
日
一，一一一 :-一る
日
な
り

）石
特
観
業
組

合
員
の
使
用
す
る
流
細
及
地
・
9
-

一E
に
て
漁
獲
-
る
能
・一一一一一一一一め
之
か
ら
採

那
し
て
f
践
-B
化
場
へ
織
送
し
同
所
に
て
解
化
放
流
し

「;o
即
・
、の

間

の
捕
獲
一
数
一一:-
lllt-
六
九
六
尾

、
雄
四
四
五
--
、
合
計

一
一四
一一一用一一、-一

の
中
成
熟
漁
期

組
魚
に
使
用
し
f
-
の
一一 :-n一一一四
四
:

ー

ル

、
雄
八

五
尾
r-:

操
卵
數

三
五
二

、六
〇
〇
粒
で
あ
る
o

捕
整
數
に
比
し
て
組
魚
扱
-:l:
比

較
的
少
い

、
-
は
流
親
に
-
る
・o-
の
は
水
中
に
て
死
亡
し
か

、る・o
の

一一' :-一
採
卵
價
値
な
ぃ

「め一一一一直
後
及

--l-
魚
の

，ル使
用
-

「、 :の一一-、一n・-b
る

今
同
ば
試
驗
の
域
を
脱
す
る
こ
と
能
は
'さ
り
し
も
鬼
に
角
新
く
す

れ
ば
充
分
解
化
を
行

，-
こ
-（
出
來
る
と
言
・，・・一確
信
を
石
，l9
漁
業
者
に

興
（
-

得
た
こ
と
は
大
な
る
收
盤
で
あ
つ
て
ゃ
が
て
後
年
に
之
が
よ
い

結
果
を
商
す
こ
と
-
な

一（ :'・
フ
o

こ
の
試
験
は
更
に
我
力

に
今
後

進
む
べ
・
さ
一一一一・:-一の
途
を
知

ら
し
て

奥
れ
た

。そ
れ
を
述
一一一て
見
れ
ば

り
と
言
ふ
'一一一一
き
で
あ
る
o

こ
・
、一で
考
〈
'

浮
ぶ
こ
と
は
斯
く
下
流
に
於

て
も
し
卵
子
の
み
を
目
的
と
し
て
と
り
健
全
な
る
締
子
・一～。解
化
場
よ

り
連
ん
で
來
て
受
精
を
行
つ
た
な
ら
ば
ど
う
か
成

は
未
受
精
卵
子
を

解
化
場
に
造
付
し
て
此
所
で
活
精
を
配
し
た
な
ら
ば
ど
う
か
と
言
'，f

事
で
あ
る

。之
に
つ
い
て
の
試
驗
は
次
の
通

。

精
被
の

一f
送
--
千
題
解
化
場
採
那
-a
l-
-・石一一一一 :町
・地
八

時
M
-

・一一一一-il-
し

て
運
び
之
を
十
時
間
後

、
二
十
四
時
間
後

、
二
十
八
時
間
後
に
檢
鏡
し

て
一
相
子
の
活
動
の
如
何
・一一一一一m一る
と
共
に
卵
子
に
配
し
f
o

描
液
の
通
裁

は
光

一一一a
、-a
度

、
空
最
S
・

接
1la
、他
物
の
一一M入・一一一一一選
け
f:
一一と
は
勿
論
だ

が
唯

---;
力
な
延
長
一一一-し
む
る

一一と
出
來
る
か
ど
う
・R
4
'離
め
る
f
め

一一可

性
加
里

、一一的一一例
'

-

i一一、
食
照
・一一一加へ
-
る

-
の
と
軸
捕
、一一．-・・一一以て
し

「 o

一一の
:

新

果
一一一一一一割
精

、
:

，llf性
加
M
-
i

-
一一一用
ひ
一-l:
る
・-
の
最

，o受
-llS
率

」
:
く
生

用

的
食
盛
水
4
F
ひ

「る--
の
之
に

次
-・
E
葡
糖
な
混
じ
，7
も
の
---:
非

常
に
無
い
結
果
・一一一一示
し
T「o純
締
及
-lf
性
加
里
・一一一一用
〇

「る
-
の・
--
何

れ
も
九
〇
%
以
上
の
受
一前-lf
率
'て
あ
る
o

聊
子
の

，4千
歳
操
卵

場
に
検
送
し
二
十

七
時
間
後
此
處（
一一一器
・一一一配

し
て
受
紛
f
し
め
f:
る-;
・-一の
は
受
紛
率
六
〇
%（-
あ
っ
て
余
'-

i
'・
・r
-

い
成

績
一一 :-一示
一一一一--な
い
o

以
上
の
試
驗
は
所
調
試
験
に
終
つ
た
傾
あ
る
が
今
後
本
間
題
を
資

用
化
す
る
上
に
於
て
相
営
、一一一一一一一料
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
つ
て
吾
人

は
之
に
從
て
技
術
を
改
審
し
多
放
多
獲
の
理
想
に
達
す
る
機
つ
と
め

て
行
く
つ
・o-
り
で
あ
る

。故
に

線
り
返
し
て
言
ふ

が
漁
業
者
諾
一一一一も

自
ら
種
を
一時
い
て
收
塑
す
る
と
言
，

」一-、平
凡
な
言
葉
を
よ
く
-
-一一味
し
て

二

卵
子
の
輪
送
を
如
何
に
す
べ
、一一一一か
o

と
言
ふ
同
題

一一、あ
る
o

大
量
の
卵
子
-
-一
長
-lfi
離

，ll-送
す
る
に
最
-

b

有
効
な
る

方
法
に
っ
、・f

て
-:t

和
常
-a--
か
腦
ま
し
・
T
o
一
鑽
限
前
の
機
:

の
て
抵
抗
力
S

弱
・-
-l;a
，-・・・一一一一n舟
、

峰
車
著
は
一一一M一織
、
-

:

一一-l働
-l-

、一一nl-車
等
い
る

く
の
異
る
方
法
一l
-

，一リ
て

一一'-一a
-

-

，る一-
，
--
然
-
基
氣
那一し・
き
際
に
:
:

i一出つ
て
は
容
:

易
な
ら
9
a
事

一て

あ
る
o

令
回
の
試

」
f
一て
は
一-
' l一一一一一‘
ー

リ
千

器
一一
--e
解
化
場
一一一一一約
三
十
-理
'

間
・一一一一一救
知
時
間

l:-
約

一ハ時
間
、
最
長
時
間
:
-
-l:-

一整
夜
b
要
し
f
o
そ
し
て
そ
の
連
搬
成

鑽
一一:一最
-
良
好
-
-

一
る
・o-
の

．
l-
一 :一一那
率

‘・場
合
に
-
つ
て

一着
し
く
-
m一る
o

最
一一一一一一の
場
合
一一一一約
六
九
%
、
最
良
の
場
合
に
は

一・
六
%
で
平
均

一〇
・

八

%
と
な
る
o

普
一m
の

解
化
場
成
裁
に
比
し
一7
約
二
倍
の

死
那
一
率
と
一一一--t

つ
f
-

-

，，J
l:t
l-
む

．一一一一体
-〇
-

一と
で
ぁ
ら
う
c
）
'・ :

新
く
長
、途
運
搬
を
標
た
る
卵
子
の
解
化
率
は
加
何
な
る
結
果
を
示

す
で
あ
ら
う
か

。之
を
千
競
孵
化
--9
に
於
て
精
細
に
調
査
し
て
見
る

と
次
の
通
で
あ
る
o

'

最
良
の
解
化

率
は
八

九
・
四
%
最
一一m
の
--
の
は
三
六
・， :l
:
1

'%
で
あ
っ
て

一平

均

六
--
・
五
%
と
な
る
o

大
体
に
於
て
述
減
成
-llf
の
不
良
な

，
ll-
し
・pl-

の
一一:- :

m一化
成
統
-
不
良
イ
、
あ
る
o

而
し
て

一一の
不
良
な
る
成

一n．一一一示し

f:
-
の
は
流
組
に

て
-llh
整
し
-
．一期一一m一一一・、然
」b
lf-
組
死
亡
-!:
る

-
の

．一一一一操

卵
し
一- :「:場
合（
一り
つ
て
---lt-
魚
は

一一----:
し
て
-
活
雄

．一一一配
し
7「:l-
の
は
一科

々
・
，'
く
親

一m-・一一一一死
亡
一一一し
む
る
、一と
な
き
-l--
紹
に
-

，
l--
漁
整
-
．-

，組
魚

一一使用
し

「:-
の
一一 :一最
-
-
い
成
a
-一．一一一一示
し
f
o

之
に
よ
れ
ば
已
に
試
驗
せ
る
那
構
活
力
保
有
時
開
に
開
す
る
研
究

の
結
果
と

一
致
す
る
こ
と
か
解
る

。學
理
は
終
に
欺
か
さ
る
も
の
あ

協
力
あ
ら
ん
事
・一一切望
し
て
一已
ま
ぬ
の
で
あ
る
o

財
一一一石
一n一に於
け
る
採
卵
試
驗
に

-l-3
し
て
-:r
北
海
---t

la
水
成
照
内
--l-
重

左
工
a:
一 :

・一一一、
元
千

演
解
化
場
小
林
教
司
氏
の
資
料

（来
公
表

）に
一
校

る
と
、一る
多
一き
・一一一一開
す
o

，付
木
試
驗
の

一部
と
し
て

:

-
-
-

-一式
解
化
整

置
に

-ー
リ
ー-l-
限
期
超
石
排
に
卵
子
・一一一一保
存
す
る
試
驗
・一一一一・o
行
ひ

「:

る
が
之

一・ :-一別
一一一裁
，- :一す
る
、一と

、す
る
o



魚
類
の
度
も
製
一一…一・す
る
こ
と
を
得
れ
共
其
の
--l-
情
が
他
の
製
革
原

料
の
如
く
好
適
の
條
件

を
有
せ
ず

。
故
に
從
来
は
特
殊
な
る
趣
向
に

應
ず
る
も
の
成
は
袋
物
程
度
の
製
品
た
る
域
を
出
で
ざ
り
し
も
の
な

れ
ば
斯
れ
が
製
法
は
条
り
顧
み
ら
れ
さ
り
し
が
既
に

魚
皮
に
し
て
之

を
姚
皮
と
製
し
袋
物

、
手
提
．

ll・、
革
帶
'

手
装

、
長
靴
用
等
更
ら
に

魚
度
特
有
の
美
-f
な
る
-Elf
被
を
和
用
し
て
染
色
'
象
限
の
如
・一一一一一を
施

し
て
立
派
な
る
一一一一 :

一一一精
の
表
装

、
費
石
等
に
用
ひ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り

般
度
の
如
き
は
古
來
よ
り
内
外
共
に
用
ひ
來
り
し
も
の
に
し
て
'

殊
に

最
近
歐
米
人
の
一購
一一好
に
投
じ
つ
-
あ
れ
ば
本
一
那
各
所
に
於
て
是

が
製
造
研
究
行
は
れ
多
数
の
特
許
も
理
れ
た
る
般
況
に
し
て
'

本
適

に
在
り
て
も
既
に
一E
i
:一m一・製
品
の
試
作
を
一一一一した
る

一」と
あ
り

。

一離
準
も
亦
違
く
外
國
に
其
の
例
を
徴
す
べ
く

，
又
本
一
那
に
於
て
も

明
治
来
年
一幅
一東
京
の
基
製
革
所
が
明
然a
・%
用
ひ
て

．
製

し
た
る
能
準
を

i-

r :i

商
品
と
な
し
た
る
こ
と
あ
り
o

又
古
來
鮮
大
ギ
リ
ャ
ー
ク

:一一一一一一は
被
服

と
せ
る
あ
り
或
は
本
道
ア
イ

x
族
に
も
此
-i-
行
は
れ
今
一描
「ケ
リ

」と

細
す
る
穿
靴
を
製
し

、
之
に
做
ひ
て
邦
人
漁
夫

、
鏡
--e
等
に
も
使
用

r
-一---れ
（'-一
．，・-
あ
り

。

jl-
等
は

:

何
れ
も
最
も
簡
單
な
る
製
法
を
施
し
た
る
も
の
な
れ
ば
乾

度
に
近
き
も
の
に
し
て

、
今
目
一一一一・一一M部
一皮
と
は
隔
り
大
な
れ
共
必
ず

や

離
皮
も
柔
に
し
て
題

。-a
'
美
麗
な
る
皮
華
た
る
を
得
る
を
例
識
せ

る
も
の
な
り
o

以
上
の
-llf
獻
に
盤
み
f9
和
六
年
豫
て
本
道
・一一一碼
解
化
事
業
中
に
於

て
採
-lla
nta
の
極

め
て
安
價
な
る
一
難
0

）利用
法
の
一
集
と
し
て
斯
れ
が

皮
S
觀
製
如
何
・一一一 :一一一一一'一一（-
つ
・
、一あ
り
し
が
其
の
製
法
に
---3一す
る
參

:

～

一一一一資

料
に
も
乏
し
き
こ
と
・・・・
て
'

-lf-
に
角
是
れ
が
製
法
を
究
む
る
こ
と
を

必
要
と
し
た
れ
ば
各
種
の
擁
製
試
驗
・一一一一行
ひ
た
り

。今
大
體
二

、
三

の
」一一度標
法
を
は
定
め
得
た
れ
は
:::
-一の
一慨
一
向
'

利
用
の
方
途
は
更
に

:
-

一一一． :

日

の
研
究
に
護
-り
数
に
大
要
を
記
さ
ん
と
す

。

通

/



一
、鮭
皮
の
組
織
及
成
分

此
の
描
造
は
一前W一一MW一な
る
も
の
に
し
て
大
體
表
度

、
直
度
及
度
下
結

一
締
組
織
よ
ll

）成り
、一團
、
度
，腺
'

觸
變
器
等
を
有
せ
り

。表
度
は
容

易
に
制
藤
し
易
く
M鞣
製
す
る
と
き
は
使
に
國
一輔
の
一
部
と
色
素
粒
と

を
残
し
美
し
き
模
様
を
示
す

。
腦
は
-1-
度
よ
り
出

で
'
眞
皮
は
一一一一一，な

る
綱

一M-一一一一一一一な
す

。皮
下
一府
は
識
維
結
締
組
一一一一一一'に
し
て
組
鬆
な
る
網

掀
を
な
し
all-
肪
を
含
有

せ
る
外

、
筋
肉
と
の

:一前一
結
を
な
せ
り

。機
製

皮
は
-E
に
以
上
の
e
異

度
及
度
下
結
締
-la
織
よ
り
な
る
も
の
な
り

。

一一一一一し
て
之
を
M
i
i
一m一の
原
料
と
し
て
見
る
時
は
'
:

雌
は
其
の
流
，
期
に

よ
り
て
體
質
に
變
化
を
來
す
o

即
ち
河
川
を
:

明
上
し
た
る

一一一院
卵
前
後

の
も
の
は
海
成
は
河
口
に
て
--la
整
せ
る
も
の
よ
り
も
其
の
皮
'

r
階
一一m

の
量
激
減
し
體
色
も
變
化
し
て
皮
居
肥
大
一一一一靭
と
な
る

、
故
に
探
製

に
常
り
て
は
採
卵
後
或
は
後
取
の

:一一一'皮を
好
適
と
す
（
、
;

き
は
所
期
の

目
的
に
一
對
し
好
都
合
な
り
o

能
皮
の
成
分
も

一
般
魚
皮
の
成
分
と
同
機
腥
質
に
し
て
可
溶
性
な

れ
共
、姚
製
す
る
と
・
き
は
良
・一一一一一一一一一一・と
な
る
o

二

、原

料

能
（ァ
キ

ア

チ

）の
漁
期
は
本

適
に
て
は
大
體
八
月
下

一一一一に始
り
其

の
盛
期
は
十
月
中
．
-一前'
よ
り
十

一月
中

．一一一m'- l

，-一
に
し
て
終

了
期
は
十
二
月

下
句
と
す

。
一
-
-
:

l
（性
上
操
作

）i:
:
:
-
i
':
・:
:
-
:
:
一

）
一一'
準
備
操
作

イ
'
水

戻
．

適
一
蔵
皮
は
一-

水
展
シ

」を
行
ふ

。即
ち
清
水
を
用
ひ
て

（微
温
場
な

ら
ば
速
か

）鹽
分
を
去
り
水
を
吸
者
せ
し
め
て
生
皮
と
し
i

-a
打
ち
（刀

に
て
コ
サ

グ
ル

操
作

）
し
て
餘
分
の
一一一 :物
等
を
去
り
て
作
用
を
動
く

一望
観

せ
さ
る
生
度
も
一
興
打
ち
し
充
分

洗
一一一一一す
。所
要
時
間
は
約
二
四

時
開
前
後
を
要
す
o

ロ
，
石

灰

演

水
一一一一し
せ
る
生
度
を
r
T
・一-一に
----
時
'
脱
酸
の
目
的
に
て
石
灰
の
一制
～

和

溶
液
を
作
り
て
之
に
授
演
す

。
投
一演
期
間
は
液
温
に
よ
り
差
異
あ
れ

共
大
體
常
温
に
て

一
週
間
乃
至

一〇
日

----
に
し
て
引
構
ぐ
o

此
間
石

灰
の
作
用
、一一一一一促
進
す
る
た
め
幾
同
か
引
粉
け
て
（銭
打
チ

）を
な
す

。

（鍵
打
ち
と
は
歡
度
様
製
の
場
合
は
M
-

n
打
整

、
一
名
-lff
鈴
基
及
銓
刀

を
川
ふ
る
一一一・であ
る
が

）
能
一…一一一一、o
）銀
打
ち
は
卓
子
上
の
如
き
平
面
装

上
に
皮
を
擴
け
て
鯖
切
応

「の
如
き
も
の
に
て
肉
illi
及
び
田
面
を
傷

付
け
'さ
る
様
コ
サ

グ
る
補
助
操
作
な
り
o

石
灰
-il-
を
終

り
た
る
皮
は
充
分
に
水
洗

、
水
に
接
演
し
て
次
の
脱

一一ハ

原
科
は
採
卵
後
の
館
皮
を
目
的
と
し
、
其
の
皮
は
魚
體
を
一順
部
よ

り
切
間
し
て
一一一 :- :

部
を
切
ら
ず

一
枚
の
皮
と
な
す
を
可
と
す

。但
背
鯖

を
除
去
す
る
た
め
長
二
寸
幅
f-
分
位
の
穴
を
生
」一一一，， '
-
-

一
し
o

一割
ぎ
た
る

皮
は
内
面
に
附
若
せ
る
内
及
階
肪
を
出
來
る
丈
け
除
去
す
且
つ
-ll-
の

生
度
を
直
ち
に
處
理
す
れ
ば
好
部
合
な
る
も

、
然
ら
'さ
る
場
合
は
撤

一照
演
と
し
て
貯
一一科
す
べ
し

。一確
度

一
尾
分
の
重
量
は
大
體

一
五
〇
uル

護
二
〇
〇
一一一一一見
常
'
面
積

一n
，

（一一一八平
方

）・0--
程
度
の
も
の
な
・s
・

。

三

、鮭
皮
標
製
操
作

）一、標
製
法
系
路
国

能
度
姚
製
法
も

一
般
獸
度
製
法
と
同
機
準
備
操
作

、
鞣
製
操
作
、

仕
上
操
作
の
三
段
に
分
ち
て
行
ふ

。今
此
の
順
序
に
記
述
す
る
便
宜

上
表
示
せ
ば
:1

・

-
-
i
，（準
側
操
作

）:・:
:
:
:
l
一

．

一生

度

一．
-

'

原

料
、

石
表
演
1
-
脱
度
法

、'額
製

操
作

一

一
，

水

民

度

一
-・
-
-
'（1ll-
製
操
作

）l
:
1
:
～
一

一一確
「
-
'

・

準
備
操
作
J

-
yg

一議解
（中
和
法

）

仕
上
操
作

・一連合表
灰
法
を
動
く

。

'

ハ

、
脱

灰

法

・

良
く
水
--l-
し
て
も
米
だ
度
中
に
は
石
次
が
一a一存
す
る
に
よ
り
機
製

上
之
を
出
來
る
文
け
除
去
す
る
を
要
す

。故
に
脱
灰
法
を
行
ふ

。
之

に
・も
一一一一・一一一の
方
法
が
あ
る
が
胞
灰

一用
と
し
て
は
解
一化
ア
ム

モ

一一
ャ
波

を
使
用
せ
り

、
其
の
用
法
は
満
水
せ
る
度
の
重
競
に
對
し
三
力
-f
五

パ

ー
セ

ン

ト

の
-lla
化
ア

ム

モ
ニ

ャ

を
一
乃
至
二
パ

ー
セ
ン

ト

の
水
港

液
と
し
て
用
0
得
る
も
更
に

一
パ

ー
セ

ン

ト

位
の
濃
度
と
し
て
使
用

す
る
・一一一一一一一一一全
と
す

。脱
灰
法
の
完
了
を
識
る
に
は
度
の
一
片
を
切
り

一T
-
-

:

M
、の
切
口
面
に
指
示
藥
コ
シ
:

ー
ル

ル
・

商
下
し
て
内
部
ま
で
中
性

性
力
至
酸
性
1lf
解
・一一一一一一一一す
る
ゃ

4
検
す
る
か

、又
は
皮
を
授
-il-
中
の

脱
灰
液
に
指
示
築
（コ
シ
一
-
ル

又
は
フ
ェ
ノ

ー
ル

フ
タ
レ

イ
ン

）或

は
リ
ト

マ
ス

の
試
験
紙
を
用
ひ
て
-llf
液
の
弱
酸
性
を
保
つ
程
度
に
放

種
し
て
終
ら
し
む

。所
要
時
開
は
大
體
二
一 :

ル
至
数
時
間
に
し
て
以
上

を
以
て
準
備
操
作
を
終
る

。

）
三

、額
製
操
作

（
-1f-
灰
操
作
終
了
せ
る
皮
は
柔
軟
と
な
る
も
の
で
な
る
が
之
に
鞣
劑

を
用
ひ
て
觀
製
す

。'觀
製
の
方
法
は
種
々
あ
る
も
-lf
驗
に
よ
り
製
革

し
得
た
る
方
法
を
順
を
追
ひ
て
記
せ
ば

イ

、明
装
一E一一一製
法

・

使
用
明
基
液
は
重
f-
比
に
て



明
塔

一
〇
1
一
五

合

菌

一〇

水

l

0
〇

の
割
合
よ
り
な
る
溶
液
を
作
る

一凝
演
法

準
一
關

操
作
を
終
り
た
る

皮
を
満
水
し
其
の
重
量
と
等

対M
以
上
の
明
勢
液
を
通
港
に
用
〇
て
:

浅
--l-
し
最
初
度
の
密
一者
を
防
ぐ

爲
め
良
く

少
時
観
:

i
-
:

す

、斯
く
す
る
開
に
明
壊

後
度
に
，藤
透
す
る
の

で
・の
る
が
其
後
も
展
々
度
の
組
押
を
行
-

。

a一a
一通
時
問
は
三
乃
--
七
目

間
と
す

。

能

操

明
一理
0一一 :

演

を
終

り
た
る
:
7一・
は
引
き
粉
け
て
其
の
儘

一一一、

乾
操
し
'
次
で
仕
上
法
を
行
・一も一一一とす
。

ロ

、ク
ロ
ー
ム
額
製
法

使
用
ク
ロ
ー
ム
溶
液
は
重
量
比
に
て

ク
ロ
ー
ム

明
観
S
-

一;
二

食

-a

五
、

水

一
〇
〇

の
割
合
よ
り
な
る
溶
液
を
作
る

一
程

演

法

準
備
操
作
を
終
-l

）たる
皮
を
一一出
水
し
其
の
重
競

一

に
對
し
三
倍
量
の
ク
ロ
ー
ム

明
器
波
に
一
浸
演
し
、
皮
の
密
若
を
防
ぐ

様
良
く
観
一a
-
:

し
其
後
も
歴
々
之
を
繰
返
す

。

還
演
時
間
は
五

，ル至
七
日

間
と
す

。

中

和

ク
ロ

ー
ム

明
繁
液
よ
り
引
粉
け
た
る
革
は
多
分
の

酸
を
含
有
せ
る
た
め
之
を
中
和
す

、
中
和
割
は
明
砂
の
溶
液
を
可
と

l一一 :it :部J
3
一M
-

-

・

B
-

F・
，一一一・一・一=
一一E
．国

:
-

9
-
:

-

e
-

1l・し一「

選
演
時
間
は
三
乃
--f
七
日

間
と
す

。

中

和

:

演
演
終
り
た
り
る
革
を
-lm
砂
に
て
中
和
す
る
こ
と

前
法
と
同
じ
'
但
中
和
用
-ll9
砂
溶
液
は
一
パ

ー
セ
ン

ト

の
水
海
液
と

し
て
革
の
重
一用
一・--一
に
對
し
---
の
-lm
砂
液
七
を
用
ふ

。此
の
中
和
の
完

了
を
一識
る
方
法
は
菌
述
S
如
し
o

数
時
間
に
し
て
終
る

。

水

洗

中
和
を
終
れ
る
一一一一・は一允
分
水
洗
し
清
水
に
浸
演
す

る
こ
と
前
法
の
如
く
し
て
仕
上
に
至
る

。

二

'
単
事
一報
製
法

使
用
單
率
溶
波

は
俗
に
言
ふ

「力
ツ

チ

」を
溶
解
せ
る
も
の
に

し
て
'
:

一一-メ
I
0

）比
重
計

一-f
度
よ
り

一
〇
度

一逢の
も
の
を
適
総
と
す

一
單
寧
は
容
易
に
皮
中
に
港
選
し
難
き
性
質
な
れ
ば
最
初
は
薄
・s
-一
溶
液

に
試
み
後
に
高
度
の
も
の
に
移
す
る
を
:

可
と
す
る
も
能
皮
は
瀬
一
、一一一一一溶

液
に
で
充
分
な

，
l-

）と信
・
ず

。

選

演

法

準
備
操
作
を
港
れ
る
皮
を
満
水
し
以
上
の
液
中
に

接
-il-
す

。

」
--
際
特
に
度
の
密
者
を
防
く
を
要
す
若
し
密
著
せ
る
時
は

酸
日

を
經
て
も
尚
章
寧
．の
影
響
を
受
け
，
-一一一る
個
所
を
生
ず
べ
し

、
但

單
率
鞣
法
を
行
ふ
場
合
は
脱
灰
操
作
不
充
分
な
り
と
す
る
も
:

-

n
l

・

事
酸

に
よ
り
補
足
さ
る
れ
ば
此
等
の
點
は
非
常
に
便
利
簡
一車
な
り

。

還
演
時
間

は
的

一ヶ
月
間
位
に
し
て

、
革
を
切
り

一 :
-

-
-一の
切
口

を
見
て
内
部
に
這
單
事
の
控
透
せ
る
を
度
と
し
て
引

一Sく
o

八

す
'
此
の
-lla
砂
溶
液
は
〇
-
五
パ

ー
セ

一一
ト

の
水
溶
液
に
し
て
'
革

の
重
:
:n一
一
に
針
し
此
の
明
砂
液
七
の
割
合
を
用
ふ

。此
の
中
和
の
完

了
を
識
る
に
は
脱
灰
法
の
所
に
て
述
一一、
た
る
検
定
法
を
用
，-
'

ぺ

し

。

中
和
は
数
時
開
に
し
て
終
る
o

水

洗

中
和
を
終
り
た
る
一M・
は
充
分
水
洗
し
尚
清
水
中
に

一
〇
時

間
以
上
-ll-
演
し
置
き
仕
上
に
一至
る

。

ハ
'
ク
日

1
ム
一一一一一n
製
法

（中
和
法

）

此
の
方
法
は
前
述
せ
る
ク
a
ー
ム

法
を
異
り
使
用
ク
o
ー
ム

明
響

の
酸
を
幾
分
次

亜
硫
酸
曹
一一一に
て
中
和
し
て
機
製
に
用
ふ
る
も
の
に

し
て
特
に
此
--la
で
は
（中
和
法

）と
記
し
た
-l・o

使
用
ク
ロ
;
ム
溶
演
は
重
量
比
に
て

ク
ロ
ー
ム

明
一一一一一一
一
〇

次
距
硫
酸
曹
送

-

〇

食

一規
-

〇

水

-

〇
〇

．

の
割
合
よ
り
な
る
溶
液
を
作
る

、
其
の
製
法
は
、
ク
ロ
ー
ム

明
響

、

次
一額一硫
酸
曹
一迷
に
水
を
加
一一一
煮
沸
す
る
時
は
亜
硫
酸
一M-一一新
は
氣
體
と

な
り
て
-a
し
液
中
に

一一M-一前
ハ

及
硫
酸
一盟
の
沈
準
を
生

一一，一一一一一硫
酸
の
奥
氣

が
な
く
な
る
項
:

政
一

冷
し
蒸
發
せ
る
水
を
補
ひ
て
之
に
食
鹽
を
溶
解
せ

し
む
o還

演
法

準
備
操
作
を
終
り
た
る
革
を
滴
水
し
其
の
重
量

一に

對
し
三
倍:

:

-一一一一の
ク
ロ
ー
ム

（中
和

）液
に
浸
演
し
度
の
密
若
を
防
ぐ
こ

と
樋
押
を
操
り
返
す
こ
と
等
前
法
と
同
じ

、
但
此
の
ク
ロ
ー
ム

（中

水

流

充
分
水
-ll-
し
乾
操
を
な
し
仕
上
に
至
る
o

ホ

'
單
E
-

ク
o
ー
ム
連
合

一f一法
・

:一一一の
方
法
は
脱
灰
操
作
を
完
全
に
一
單
率
酸
に
よ
り
て
な
し
同
時
に

一
般
獸

一一一一一W一一製
の
際

、
鞣
，l
，9一に
獸
度
・一一浸演
・一9・
る
以
前
ピ
ツ
ク
リ
ン

グ

（酸
性
-ll-
興
…
…
・・

，
1

・一に
硫
船

一を
川
，-

）を
行
ふ
も
の
な
る
が
'

」
--
の

ビ
ツ
ク
リ
ン

ク

は
陸
皮
に
は
用
ひ
難
・
0

，一に
よ
り

」
-l-
の
單
寧
酸
に
よ
り

て
擬
似
ピ
ツ
ク
リ
ン

グ

を
行
ひ
て
'

．

其
の
後
ク
ロ
ー
ム

明
基
液
に
投

潰
す
る
こ
と
を
考
へ
た
る
方
法
な
り
o

使
用
單
事
液
-a
度

は
ポ

ー
，I
の
比
重
計

一
五
度
の
も
の
、

之
に

一
過
開
浸
積
し
之
を
ク
ロ

ー
ム

法

（前
述
せ
る
ク
ロ
ー
ム

法
中

ク
ロ
ー
ム

明

響
一パ
ー
セ
ン

ト

溶
液
使
用

）
に
使
り
て
鞣
製
す
o

水

洗

充
分
水
洗
し
乾
操
を
な
し
仕
上
に
至
る

。

）
四

、仕
上
操
作

'

（
．

イ

、明
基
法
仕
上
は
明
客
株
製
後
乾
操
せ
る
革
は

味
取
り
を
行

一一s

「味
取
り

」と
は
以
上
の
革
に
再
び
水
氣
を
・
S

^
'
0
-

一

付
く
る
か
成
は
素
早
く
水
中
を
通
し
て
此

、S
革
が
前
々
一一一一一軟
に
な
り

た
る
を
度
と
し
新
重
ね
て

一
夜
掩
蒸
し
乾
操
を
均
等
充
分
に
な
す
方

法
な
り

。

箆
掛
け
及
整
形

味
取
り
の
終
り
た
る
革
は
普
通
其
使
成
は

一一-
び
軽
く
水
一
氣
を
付
し
て
一一一一一一 i l一軟性
に
な
し
一一一一一と
一
翻
す
る
半
回
形
の



鈍

一一を右
す
る
器
一一一 :--・一一一一用ひ
此
の
B
を
下
に
し
て
練
り
一単
の
肉
面
を

削
り
之
を
平
均
に
な
す
と
共
に
柔
戦
性
と
な
す
所
一-ln
「箆
松
け

」を
行

ふ
も
の
な
る
が

一一確一一，に
在
り
て
は
元
來
其
の
組
織
が
館
掛
け
に
適
せ

ず

故
に
英
打
及
M

粧

打
操
作
を
充
分
に
行
〈-

ば
此
の
操
作
は
特
に
薄
物

を
望
む
と
き
以
外
必
要
な
し
と
信
・
ず

。

次
に
革
を
充
分
:

M
:

展
し
一動
等
に
て
張
l---
整
形
し
て
製

「す
。若
し

又
必
要
あ
ら
ば
明
繁
機
革
は
染
色
に
不
適
常
な
る
に
よ
り
別
に
顔
料

を
施
す
な
り
或
は
能
出
法
を
行
ふ
も
の
・e
す

。

ロ
ク
ロ
ー
ム
法
仕
上
は
ク
ロ
ー
ム

明
繁
に
て
一
標
製
後
水
洗
し

た
る
も
の
を
染
色
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
媒
染
操
作
を
な
し
'
然
ら

さ
る
も
の
は
乾
操
す

。
．

染

色

此
の
標
法
に
よ
る
革
は
染

色
し
得
る
こ
と
が

一つ
の

長
i

出
に
し
て
之
を
行
ふ
に
は
媒
染
操
作
（大
低
酸
一性
と
す

）を
行
ひ
た

る
後

:

時

一好
の
色
素
を
用
ひ
て
染
色
す
る
-o

の
と
す

。染
色
は
凡
そ

一

目

開
染
科
中
に
一一一反
演
一姐
理
し
て
水
洗
終
了
す

。

乾

操

染
色
せ
る
と
せ
，さ
る
と
に
不
相

'
乾
操
し

。

味
取
り

範
掛
け
を
行
ひ
伸
展
す
る
こ
と
前

述
の
如
し

。

加

脂

革
を
報
軟
に
す
る
観
め
加
脂
操
作
を
な
す
加
情
油
と

し
て
は
ォ
リ
ー
プ

illl
'
t:
マ

シ

油
等
あ
れ
共
鞣
度
順
:

と
し
て

一般
に

用
ひ
ら
る
・・・一
コ
ロ

ポ
リ
ン

ーlt1
を
用
ふ
る
を
便
と
す
:
l
:
，一一、の
使
用
一一一一-l-は

:

uu

上
り
革
の
重
量
に
對
し
大
一假
一
パ

ー
ー

ン

ト

を
加
腦
す
れ
ば
充
分
な

四

、誌

）
一
、
觀
製
上
よ
り
見
た
る
能
皮
の
性
質

（一般に
魚
皮
に
於
て

」
t
'

、通
な
る
性
質
な
ら
ん
と
思
考
す
る
も
一一一一一一皮

の
株
製
と
普
通
歡
度
の
擁
製
と
に
於
て
一者
し
く
異
る
點
は
酸
並
ア
ル

カ
リ
に
針
す
る
反
應
な
り
o

即
ち

一點
度
の
探
製
に

常
り
獸
皮
機
製
の

方
法
に
則
る
場
合
容
易
に
失
敗
せ
る
所
は
主
と
し
て
此
の
反
應
な
り

き

。脱
階

，
脱
醒

、
ピ
ツ
ク
リ
ン

グ

'
擁
劑
使
用

、
中
和
操
作
み
な

然
り
と
す

。

故
に
能
皮
鞣
製
に
は
弱
酸

、
弱
ア

ル

カ
リ

を
夫
々
更
に
一
標
度
を
低

く
し
所
定
の
量
を
ば

、
之
が
容
量
を
增
し
て
反
應
の
緩
衡
に

留
意
せ

り
又
鞣
製
操
作
中
一標
-神一
を
用
ふ
る
準
備
操
作
と
し
て
ピ
ツ
ク
リ

．-;

を
行
ふ
も
の
な
れ
共

:

確
皮
の
場
合
は
一/ j一
を
除
外
し
其
の
代
り
脱
灰
法

を
行
ふ

際
般
性
を
與
〈
，

て
之
を
補
足
し
様
劑
提
度
に
も
考
慮
を
し
て

食
一a一の
使
用

一一一一一一一一 :大
等
の
方
法
を
識
じ
た
り

。併
し
て
弱
酸

、
弱
ア

ル

カ
リ

を
適
量
に
用
ふ
る
と
き
は

、一
標
製
の
目
的
を
選
し
得
る
の
み

な
ら
ー
一一
，'
陸
皮
は
一一
1

i一一器
一よ
り
も

，
n物
ア
ル

カ
リ

に
安
定
な
れ
ば
好
部
合

な
り
・
さ
o）

二
、石
灰
-il-
の
目
的
は
主
と
し
て
脱
腦

、
脱
圍
に
在
る
が
其
の
成

（
續
は
石
灰
乳
の
液
温

、
硫
化
曹
達
の
添
加
等
に
よ
り
差
速
あ
ら
ん
-o

大
體
鑼
氏

一
〇
度
前
後
に
於
て
は

一
週
間
内
に

脱
脂
の
目
的
並
大
體

酸
の
脱
離
を
行
ひ
得
れ
共
魚
体
背
部
の
小
翻
及
側
線
上
の
觸
は
頭
丈

_〇

り

。加
脂
法
は
温
場
に
て
一a
-

一一M一とな
し
一Z
に
革
を
接
一一一一一--し一J
適
一一n-一に

引
務
け

'

又
は
す
り

込
み
乾
操
製
了
す

。

難
出
し

必
要
に
應
じ
能
出
を
行
ふ

'
能
出
に
用
ふ
る
顔
料
は

種
々
あ
れ
共
極
く
簡

一準な
'

る
物
は
'

卯
自

'
中
乳
そ
れ
に
染
料
若
平

を
用
ふ
o

'

ハ
'
ク
ロ
ー
ム
法

コ
ー
ム

法
と
同
-f
な
--l

。
（中
和
法

）仕
上
は
其
の
操
作
全
部
前
ク

二

、單
事
法

仕
上
は
既
に
乾
操
せ
る
一一一一一一一一・一M一革
を
更
ら
に

味
取
り
'
理
掛

:

M
:

展
を
前
述
の
如
く
行
ひ

加

脂

加
階
を
行
，-
-l:
、
即
ち
普
通
鯨
油
等
を
華
に
味
取
を
施

し
て
永
と
乳
般
を
:

-一一一一す
る
如
く
は
革
に
内
面
よ
り
擦
り
込
み
乾
操
し

て
製
了
す

。

ホ

、單
率

'
ク
ロ
ー
ム

連
合

法
の
仕
上
は
'
一單
寧
法
の
仕

上
操
作
と
同
様
に
し
て

、

加

脂

加
脂
法
は
ク
ロ
ー
ム

法
の
場
合
の
如
く

コ
ロ
ポ
リ
ン

油
を
用
ひ
一H
-
-

:t-
量
は
適
宜
と
し
て
製
了
す

。

'

以
．
，，

，の
鞣
製
法
は
段
に
海
備
試
驗
・一一一一一Ml一て
實
驗
室
内
に

て
は
一標
製

の
-J
的
を
達
し
得
た
る
も
の
な
る
が
、
海
備
試
驗
'一W一本
操
作
中
得
た

る

要
，一一一を
次
に
一護
と
し
て
記
す
こ
L
-

・一一・
、'せ
り

。

に
一一一…着
し
殊
に
後
者
は
一一一週
間
石
灰
演
を
行
ふ

も
一型
解
-・

充
分
な
ら
ず

酸
度
と
同
様

脱
酸
に

は
一一一一，慮
を
要
す

。而
し
て
一一一一一印一後
の
能
皮
は
幾

分
此
の
點
好
部
合
な
-l:
，ん
か
と
思
考
す

。

a
、銓
打
ち
及
裏
=
ち
操
作
に
は
平

要
と
一的
切
一地
一r
を
用
ふ
る

を
可
と
す

。M
建

打

一一一一一一、
鍵
刀
は
割
合
大
な
る
に
能
度
は
而
積
少
に
し

て
一標
製
前

は
一場
付
き
易
く

'
一
方
平
而

一 :

0
m一を
用
ふ
る
時
は
皮
が
之
に

張
り
付
き
容
易
に

目
的
を
速
し
得

一一一
し

。特
に
的
子
板
上
を
利
用
す

れ
ば
使
な
り

。

）
g
、
一
般
歌
度
株
製
の
場
合
に
機
制
其
他
を
行
ふ
と
き
温
度
を
興

〈-

で
用
，一るこ
と
多
け
れ
共
能
皮
の
場
合
は
機
製
の
終
る
ま
で
は
加

温
せ
・
ず

し
て
操
作
す
る
を
安
全
と
す

。

）
u
'
製
品
上
よ
り
見
た
る
様
製
法
の
撰
擇

．

ィ

'
難
皮
を
明
然
省

像
製
せ
る
も
の
は
地
色
白
色
に
し
て
青
部

（側

總
よ
ll:）上部
）
は
概
ね
淡
-llS
色
を

i

-一一一し
革
面

一
體
に
美
-a
な
る
醒
一
輔

の
班
紋
を
有
す

，
故
に
此
健
に
て
製
品
た
る
可
く
又
必
要
に
應
じ
顔

料
発
出
を
施
さ
ば
利
用
の
途
あ
る
可
し

。（附
鐵
寫
J

9

一
）

ロ

、ク
ロ
ー
ム

慨
製
に
よ
る
館
一一m-・
は
淡
青
色
に
し
て
ク
ロー

，ー
ム
ー

標

一一m-・
特
有
の
耐
水

、
耐
熱

、
文
夫
な

．n :
．
共
解

一一一軟
性
並
斑

:

力
乏
し
・一一一一，故
更

に
研
究
を
要
す
可
し

。然
し
乍
ら
其
の
一標
製
操
作
割
合
簡
一
適
・

に
し
て

染
色
を
行
ひ
得
る
も
の
な
れ
ば
此
の
華
も
利
用
し
得

べ
し

。

ハ

、
ク
ロ
ー
ム

（中
和
法

）様
製

は

前
記
ク
ロ
ー
ム

機
法
に
使
れ

る
も
の
よ
り
も
上
等
の
準
を
製
す
面
し
て
ク
ロ
ー
ム

姚
準
の
特
徴
を

充
分
具
備
す
れ
共
青
色
前
々
-a
厚
な
り

。此
儘
加
階
能
出
を
行
ひ
て

使
用
し
得
べ
き
も
更
に
染
色
法
を
用
ふ
れ
ば
;l-
の
利
用
途
も
廣
く
な

り
得
る
-
の
と
信
・

ず

。（附
銘
寫
眞
二

）

'



六

、色
彩
及
び
斑
紋
の
變
化

ャ

一;
は
河
川
に
接
息
す
ろ
間
は
体
側
一
暗
一科
-a
を
帶
び
且
大
小
多

数
の
黒
い
斑
救
を
有

し
な
が
ら
將
に
降
海
せ
ん
と
す
る
ゃ

体
側
銀
自

色

、
背
部
青
黑
色
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
一一一一 :

踏
の
頂
端
は
漆
黑
色
と

な
る

。又
親
角
と
し
て
河
川
に
通
上
後
は
此
の
一一M一點
・一一・一消．
失
し
加
之

銀
白
色
も
喪
失
す
る
'
之
れ

决
し
て
一一一一然
の
發
化
で
は
な
く
懸
階
色

（C
o
n
ce
a
-
i

r
-

9

C
o
-

o
u
r
a
t
i

o
n

）
で
あ
る
o

即
ち
英
の
接
所
を
異
一
．，一す
る

に
-lle
つ
て
夫
々
背
最
の
色
彩
と
相

一
致
す
る
，
-

i
J

は
看
過
す
べ
か
ら

一一一一る
こ
と
で
あ
る

。之
れ
自
体
を
保
護
し
他
を
攻
準
す
る
に
有
利
な

ら
し
め
ん
と
す
る
日
的
に
外
な
ら
ぬ
o

ャ
マ
'一一，
の
体
側
の
銀
白
色
に
變
り
背

崎
頂
點
に

一
．
出
:

黑
點
を
生
・

ず

る
こ
と
は
細
海
に
降
下
後
始
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
・・・
機
に

一
般
に

信
ぜ
ら
れ
て
一〇
た
の
で
あ
る
が
之
れ
に
先
た
つ
て
斯
る
發
化
を
す
る

其
の
用
一一M
の
用
到
さ
に
至
つ
て
は

一
驚
に
價
す
る
o

一
九
二
五
年

J
o
r
d
a
n
-

M
c
9
r
e
g
o
r

二
一:一:-一が
發
表
一、e--;
れ
た
邦
産
能
聽
新
種
の
内

O
n
c
o
r
一一yn
c

一一us
i

s
-

， i

k
aw
a
e

は
本
邦
各
地
か
ら
多
種
の
標
品
を
一見

集
;--;
れ
て
一〇
る
が
彼
は
降
海
前
の
ャ
マ
ー

若
く
ば
ァ
マ

コ
で
あ
っ
て

'

本
種
は
正
に
抹
殺
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
E
-一
，J-

。

次
に
産
，那
期
に
於
け
る
体
色
の
色
彩
で
あ
る
が
雄
は
難
よ
り
も
更

に
濃
厚
に
理
は
れ
る

。
然
し
之
れ
は
前
者
と
一一n一全
・一・
．、・・一一 :1一一、の
趣
き
を
異

に
し
性
的
剌
載
を
誘
發
せ
し
め
る
第
め
の
目
的
か
ら
出
た
も
の
で
あ

ら
・っ
。

t
、形

態

の

變

化

將
に
降
:

m一せ
ん
と
す
る
ャ

一・
-

若
く
は
降
-fl-
後
の
も
の
と
河
川
に

常
接
す
る
ャ
マ

ー

と
で
は
其
の
外

観
即
ち
形
態
'
色
彩
'

斑
救
等
に

著
し
い
差
異
の
あ
る
こ
と
は
一既
に
連
べ
た
---a
で
あ
る

。一益
'

し
jlli
:

-一一一 :
は

河
川
と
異
つ
て
其
の
游
旅
の
範
国
の
成
い
こ
と
は
因
よ
り
，

．
-
・一一':
種
生
物

開
に
於
け
る
生
存
競
一一一一「・・o
i一一一
居
激
整
で
あ
る

。一随
つ
て
----
中
の
生

活
に
於
て
は
敏
速
且
つ
自
由
に

游
林

す
る
必
要
に
・通
ら
れ
る

。降
-il-

時
の
ャ

一、
'
，，
の
体
形
0

）細長
に
し
て
各
賠
條
の
一一一一一一術す
る
こ
と
は
恐

ら
く
之
れ
に
備
〈
，
る
が
----
め
で
あ
ら
・

一，・・
。

ャ
マ
・
-

は
降

m
時
に
於
て
体
長
般
か
に
細
長
と
な
る
の
で
は
な
く

前
年
の
一一 :一一一期
か
ら
秋
期
に
か
け
て
も
降
海
性
の
も
の
は

一
般
に
細
長

い
体
長
を
有
つ
て
一‘oる
。然
し

一M-一等
は
;ll-
後
と
難
も
体
一幅
を
一一一:す
こ

と
な
く

体
長
の
み
か
增
加
す
る
一一一でM-'一年
の
-li
-
六
月
一一一・一一に
は

一
居

細
長
く
・

，． :一一
る

。之
等
の
開
係

一一～參
考
一， :一一に
左
に
相
L一一 ::
る

。
・

北
海
道
産
サ
ク
ラ

マ

ス

の
生
活
史

大

野

士
r=l

一

一開
化
ア
ム

一一一一一
ヤ
．一

ク

ロ
ー

ム

明

然

次
一用

統
破

曹

一選

食

期

E

砂

一一一
“

li二

0 - 0
i _,・ ・一

8 8
0 .0

- ・ ・ ・。 、書 8 8 き

_ 0 0 0 0 (-_

0

C-l 0 0 0 0

藥

品

名

〇
ク

ロ
ー
ム

標
製
法
（中
和
法

）

一一
'一一n-・一一a
藤
法
に
よ
る
革
は
魚
皮
と
し
て
の
特
徴
を
沒
却
せ
る
も

の
で
外
見
悪
く
之
は
失
敗
な
ら
ん
o

ホ

、
章
率
ク
ロ

I
，
-

一
連
合
様
法
に
依
る
革
は
比
較
的
柔

:

軟
な
る
も

前
法
同
様
外
見
悪
し

。然
れ
ど
も
鞣
製
操
作
極
め
て
簡
單
な
れ
ば

、

簡
3
-一・容
易
な
る
鞣
法
を
必
要
と
す
る
見
地
よ
り
す
れ
ば
研
究
の
餘
地

を
残
す
も
の
と
信
．-t，
。

附

銘
一
、
所
要
標
'
，''

，一用一價
額
:

概
算
表
（工
業
用
繁
品
と
し
て

）a-
皮
生
皮

一

〇
〇
枚
其
の
重
量

一
七
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て

〇
明

響
一
鞣

製

法

．l

．．lL :
:-
、-
、

一一一

二
'

一爲e一-
（一
）は
明

一一議
一一一 i・
（二
）は
ク
o
ー
ム

（中
一一一法）標
革



五

,町科と しての混虫類

1l
〇. t l

o・5

9・4

l6 . l

8 8l
1

考

主と  してュス 、l カ科(C]、ironolu i -
dae) J:)幼生並に知1か合ム

グ y ゴ ロ ウ 科 ( I)ytiscidtu)の幼出

小鐵類'-動'」a.11f、完全なる f :め
査定来 一「

キ y パ tトビケ'プ屬(「, iuu1 0ph-
llus1l:眠li る もの、靭集
カ タ ツ ム l l ト ビ ケ ラ ( Ilelicol1)sy-
cl le sp)の的集6例1!他の t の 、
幼 出 l 頭

購て締基 -(砂石粒で造つ「:t の
小数と相物質から成れる同9t険
のも a多数

恐らく 't:1 ク'ナ l】' 1b・、ト ビ・ラ
(Stenol、syche Jal: loniea,
Martynov )と認めらる 、t の -(
動出 '979頭費商7頭
悉く動理で南三商l'ら合む恐ら 、 1
1 ツナtf レ' I、 ピ ケ ラ ( ]li:1、yMopl i i1
sh!kotsuensis 「w a t o )と認むべ 1

ものが多数に合まれて ,b る

サ
ク

ラ
マ

ス

成
角-
の
中

．．一は
方
言
・・・'
タ
マ

ス

又
は
タ
イ

コ
マ

ス

と

稱
す
る
も
の
が
あ
る

。
之
れ
は
:
-一一一一通
の
一一:，・ク
ラ
マ

ス
に
比
し
-la
か
に

肥
大
し
た
も
の
で
特
に
体
高
が
高
い

。確
館
分
類
學
-lf
の
内
に
は
之

れ
を
別
種
と
せ
ん
と
す
る
も
0

）もあ
る
が
・

天
れ
程
分
科
さ
-l～
た
も
の

で
も
な
い
ら
し
い

。
只
体
が
値
:

大
で
あ
る
と
云
ふ
點
が
特
徴
で
あ
る

其
の
田
相
0

）示す
と
こ
ろ
に
依

れ
ば
本
角
は
第

一
年
目
に

於
け
る
河

川
S
生
活

一一態は
:一一 :-一通
の
サ

ク

ラ
マ
ス

と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
第

二
年
目
の
海
中
生
活
に
於
て
其
の
成
長
か
一
體
一一一一で
あ
っ
た
こ
と
が
判

る

。日
高
國
幌
泉
，地
方
に
於
け
る
漁
場
に
就
て
見
る
に
本
魚
は
比
被

的
:

加
:
:

出
間
数
の
多
い
建
網
の
み
に
漁
一姐
一一-一
．
:
:

る

。
-l-
の
點
か
ら
見
-t-

ば
一
般
の
サ

ク

ッ
マ

ス

と
多
少
洞
游
般
態
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な

ャ

一、
-

は
．
-

M一め
て
一S一食性
に
し
て
專
ら
動
物
質
を
鑑
食
す
る
o

就

中
水
楼
混
-1-
類
は

:
:

l

:
-一の
一主
要
．田
科
で
あ
る
一 :一一〈 i一一請
一魚
類
の
産
卵
期
に

は
:

言

一一の
青
後
に
從
つ
て
卵
．，・を
嗜
食
し
更
に

解
出
せ
る
之
等
一一M一一一n
-
・一一一

通
書
す
る
こ
と
は
決
し
て
妙
く
な
い

。
故
に
ャ
マ
・一
，，
殊
に
降
海
性
を

実
失
せ
る
も
0

）は一
の
室

，魚
と
し
て
認
む
一一、
き
で
あ
る

。

ャ
マ
'一一，
'
ァ
'一一，
マ
ス

等
の
沛
食
す
る
水
樓
混
----
の
種
類
に
開
し
て

は
一一一一・者
一

-9
行
の
寛
集
し
た
標
品
に
つ
・o
-

北
:
-
-

M

適
般
事
試
驗
場
技
師
桑
山
覺

」
-l-
の
査
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

。

八、
天

然

一解
一科

い
か
と
思
は
-t-
る

。

一
f
、'-一
一一
、'、
:

%・一一、． l一

-・l・
t一、i l一a
l
一一
、〔一一
全
部

二
年
魚

全:

長

体

長

第
八
表

銀

毛

ヤ

マ

メ

の
形

態

（一座一
地

西
別
川
西
別
解
化
地

基
證
三

一
、石

川

）

標
集
:n
日

昭
和
七
年
．，F一

」
一J
十

九
日

同
年
六
:

月-
八

日

第
六
表

河
川
に
常
接
す
る
ヤ
マ

メ

の
形
態

採益
集
月
日地

昭西
和
六

f 別
月
十

t1川、--



の
輪
線
o
）形
成
r
-一--
;

-
る
の
は
二
月
か
ら
三
月
に
亘
る

。
ャ
マ
・一一，
は

一第

一
年
目
に
幾
何
の
壊
掀
線
を
生
・

ず
る
か
と
云
ふ
に
之
れ
は
成
長
の
良

否
に
依

つ
て
著
し
い
相
違
が
ぁ
る
が
普
通
は
十

七
個

（冬
帶
の
最
終

-ll-
0

）数
）
位
で
あ
る

。然
る
に
第
三
年
目
に
降
-fl-
し
、

，-tH
魚
の
多
く

は
其
の
数
十

乃
至
十
二
個

一:一で第
一
年
目
の
成
長
が
著
し
く
不
良
で

あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
一〇
る

。
第
二
年
日
の
初
期

一一表は
す
夏
帶

（S
u
一一一n-c
r
b
a
n
d

）
の
形
成
を
始
め
る
の
は
早
い
も
の
で
は
三
月
頃

か
ら
'
通
い
・oll-
の
で
は
一， i
:一月
頃
力

ら
で
あ
る

。
而
し
て
降
・一一Wす
る
9

に
は
四
-
fi
個
の
夏
帶
を
認
ol
）る
こ
と
が
出
來
る
o

サ

ク
ラ
マ

ス

は
淡
水
中

に
樓
息
す
る
第
一
年
目
に
於
て
は
班
献
線

と
一期一一一一一線と
の
開
隔
が
比
較
的
密
で
所
講
核
心
部（
:

-

，
-
'-

-

c
l

e
a

r
i

n
g
f

s

）

を
形
成
す
る
が
降
-fl-
す
れ
ば
成
長
良
一一一一一な
'--S
め
そ
の
趣
・一一一一一が
一
變
し

て
第
二
年
目
に
於
て
其
の
成
長
度
を
現
は
す
幅
員
が
最
も
成
い
c

又

淡
水
生
活
中
は
冬
船

一を
構
成
す
る
一一一一一一一m線
一数
が
多

い
け
れ

ど
も
降
流

後
は
そ
の
数
を
減
少
す
る

。次
に
四
月
中
句
1lfi
沿
岸
に
來
游
す
る
成

魚
に
は
第
三
年
国
の
一【 :一一一一一W・の
形
成
;l-;
れ
て

一一-bる
，，-）
の
は
一一一～い
が
五
月

に
な
る
と
其
の
一
-
二
個
を
生
じ
明
暗
一一に
三
年
一一一Mと
し
て
認
め
ら
れ

る
oサ

ク
ラ
マ

ス

の
体
一腦
が
其
の
庫
卵
期
に
於
て
顧
著
に
吸
收
さ
れ
る

こ
と
は
力

ラ
フ
ト

マ

ス

'
-

一一
一一
マ

ス

等
と
同
様
で
あ
る
o

其
の
吸
收

は
一路
出
部
に
於
て
特
に
著
し
く
峨
の
中

心
部
に
通
一

つ
て
略
-ll-
直
裁
的

i一刻
し
更
に
被
被
部
は
周
通
に
平
行
し
て
一解
に
外

整
S

第
三
年
居

サ

ク

ラ
マ

ス

は
解
化
後
滿

一
年
は
ャ

一一・
'一一，
生
格

を
な
し
第
二
年
目

の
晩
審
の

一:'ill-
に
降
る

。一一一一一一一一一性の
一一一一魚
は
体
細
長
く

、
背
部
青
黑

一〇
'
要

結

の
全
部
を
溶
解
す

る
程
で
・の
る
Q

此
の
理
象
は
一一一程
一 :か
ら
河
川
に
拆

上
す
る
時

期
に
始
ま
り
漸
次
吸
收
さ
れ
て
産
卵
の
行
は
れ

る
;・-月
か

ら
十
月
項
迄
に

は
全
く
み
す
ほ
ら
し
い
国
相
を
皇
す
る
に
至
る

。

」
-l-

の
吸
收
は
ャ
p

-

に
於
て
-

t
i一一一一
--
亦
同
様
に
認
め
ら
れ
年
後

一
年
を
出
で

ず

し
て
精
子
の
成
熱
す
，（一雄
魚
で
は
夏
秋
一S

頃
其
の
鱗
を
観
る
と
露

出
部
一一 :

…一下
半
部
は
直
截
一、e---
れ
た
様
に
欠
刻
す

る

。然
し
其
の
程
度
は

前
者
一
程
著
し
く

な
く
被
一一a
部
に
は
何
等
異
献
を
認
め
ぬ

。第
二
年
目

に
成
熟
す
る
場
合
も
all-
ほ
・一一/一れ
を
同
様
の
吸
收
が
行
は
れ
る
o

既
に

述
，
ぺ

た
如
く

淡
水
中
に
常
一一一一一す
る
雌
魚
は
第
三
年
目
に
於
て

初
め
て
・一一一一一卵す
る

。
而
し
て
三
年

魚
以
上
S
も
の
に
は
雌
雄
共
に
其

の
産
卵
期
に
於
て
触
の
一用
域
が
整
し
く
吸
收
さ
れ
る

、
其
の
結
果
發

審
に
は
醒
面
に
産
卵
記
號
を
生
・
ず
る
，

ャ
マ

ー
:

か一一一一一一卵
し
て
f
斃
一一一一

せ
ぬ
事
資
は
之
れ
に

:

t・
つ
て
推
知

せ
ら
れ
る
が
其
後
果
し
て
幾
年
間

生
命
・
，一一一持
組
し
得
る
ゃ
に
就
て
は
詳
か
に
さ
れ
て
一〇
な
い
o

然
し

一

酸
:

面
に
二
-
三
個
の
産
卵
記
號
あ
る
も
の
は
珍
ら
し
く

な
い

。一
度

簡
に
産
即
記
號
が
刻
ま
れ
、

，．場
合
は
年
齢
の
査
定
は
可
な
り
困
難
と

な
る
か
夫
．a
で
も
鍍
-f
一一…一推
定
し
た
・・o
の
-

、一
内
に
は
六
-
七
年

生
ヤ

マ
'一一，
が
ぁ
っ
た

。

ャ
マ
ー

は
降
海
後
は
俄
か
に
豐
富
な
例
料
を
報
る
こ
と
が
出
來
る

即
ち
沿
岸
に
あ
る
間
は
構
脚
類
c
o
P
e
p
o
d
a

裂
脚
類
sc
h
1

z
o

i
a

端

脚
類

A
m
P
h
i

P
o
d
a

角
類
幼
生

F
i

e
h
l

a
r
v
a

等
-
-一一一一配
一一一一一一一す
る
'
随
つ

て
成
長
-o
極
め
て
速
か
で
あ
る
o

而
し
て
漸
次
長
・
ず
る
に
及
び
專
ら

魚
類
を
一
術
食
す
る

。早
期
に
河
川
に
遡
上
し
た
親
魚
は
水
機
の
小
動

物
一一一一一一術
食
す
る
が
成
一器
に
一一一く
と
共
に
遂
に
一絶
食
す
る
に
-li-
る
c
一
海

中
に
於
て
盛
に
報
師
す
る
一唄
は
幽
門
垂
も
太
く
長
い
が
河
川
に
;lla
上

し
て
紹
食
す
る
機
に
な
れ
は
全
〈
萎
縮
す
る
o

九
'
-a
相
の
觀
察

サ
ク
ラ
マ

ス
'一一一一a-
-

a
M一に
体
腦
の
形
成
re---
れ
る
の
は
体
長

三

'〇
細
力

西
別
川
上
流
に
於
け
る
ャ
マ
・-
-

，

の
腦
に
冬
帶

（W
i

n
t
e
r
-

:

一a「nd
）
を

生
・
ず
る
初
期
は
一
般
に
十
月
か
ら
十

一月
の
間
で
あ
つ
て
其
の
最
終

至

三
・五
一權
に
な
っ
た
時
で
あ
る

。其
の
酸
面
に
生
・

ず
る
揚
一一一m
-

線
の

数
は
体
長
に
比
例
し
て
增
加
す
る

。即
ち
六
月
下
-0
西
別
川
で
揃
一
選

し
た

一
年
生
ヤ

一一・
・一一，
に
就
て
見
る
に
次
表
の
様
で
あ
る
o

、

．
（産

地

西
-5
川

上

流

）

第
十
表

体
長
と
酸
の
a
-一一一線数
採
一a一月
日

六
月
二
十

九
一=:l

第 .;iL表 ャ マ.:1'3li_ ア メ マ スの天然
類

(Diptera)

(Colcoptcra)

(「・epidopl e r a )

4. -◆理 fl (Trichoptera)

:'グ l ト ピ ケ ラ 科
(L inL1!loph ilidae)

ト ビ ケ ラ fl・

(Scrico・tomotidae)

、:・ク'ナカ'ト ピ ケ ラ 科
(Leptoc,erida1o)

カ .,、ト ビ ケ ラ 科

( Ph ilopotam idae)

ナカ ' l / ト ビ ケ ラ 科

( Rh.ncol,Ililidae)

s. '蛭游目 (Ephem eroptem)

6. 被理国 (Plecoptera)

計

568

l

2〇4

23'1

4 6 -

t.264 i'l、



色
、
体
側
銀
自
色
と
な
り
'
一一一一一M :

船
の
頂
點
に

は
大
な
る

一一商
黑
點
を

生
・

ず
る

。降
ill-
す
る
も
の
・・・・
．ila
半
．は
一雌
一一一一に
し
て
雄
角
は
比
較
的
少

数
で
あ
る

。
降
:e
性
を
有

す
る
，，．一合
と
は
常
時
に
於
け

る
生
-lla
素
發

達
の
程
度
如
何
に
開
係
す
る
lll〉
の
に
し
て
前
年
に
於
て
----
に
放
一前
せ

る

一M・一一u
:
:

'

一有く
は
降
海
時

期

一通に
多
少
な
り
と
も
精

一獲
の
一一M
-一達
せ
る

io

の
は
金
く
其
の
性
質
-
-一一一一一一一失
し
河
川
に
常

:

解
S

f

る
ャ

一一・
・一一，と
し
て

終
始
す
る

。其
の
数
最
は
一一一一一一'歡
の
約
三
割
内
外

で
あ
る
と
思
は
．
-

:

:

る

然
る
に
雌
ヤ

マ

ー

は
降
海
時
期
這
に
卯
集
の
熟
す
る
も
の
は
金

く
な

く
悉
く
降
ill-
性
を
有
つ
て
居
る

。ャ
マ

ー

の
内
に
は
第
三
年
目
に
降

海
す
る
-o

の
が
碼
に
あ
る

。之
等
は
第

一
年
目
に
於
け
る
成
長
不
良

な
る
，一と
が
原
因
す
る
様
で
あ
る

。ャ
マ
・一一一は
他
動
的
一，一一f
解
水
に

押
さ
．れ

て
海
に
流
下
す
る
の
で
は
な
く
沿
，岸
水
温

）
o
五
，-
六
度
に
上

一
購B
す
る
を
待
つ
て
自
動
的
に

一
學
に
降
-fl-
す
る
の
で
あ
る

。
其
S
移

動
の
時
一，一一一一一は
タ
刻
よ
り
早
朝
一j-l-
の
間
で
あ
る

、
降
海
性
を
要
失

し
た

ャ

一;
は
性
不
活
一観
で
産
影
あ
る
深
所
に
播
ん
で
一〇
る
が
降
:一一一性あ

る
も
の
は
游
体

性
に
富
ん
で
一〇
る

。降
漁
後
は
豐
富
な
間
料
・一一題一り

得
る
た
め
成
長
率
俄
か
に
增
大

し
發
審
に
は
成
魚
と
し
て
沿
岸
に
來

游

，一次
い
で
河
川
に
拆
上
し
其
の
年
の
秋
期
に
は
産
卵
す
る

。サ
ク

ラ
マ

ス

親

魚
は
出
卵
後
は
悉
く
一第
一一一一一一す
る
け
:tL
ど
-o
ャ
マ

ー

と
し
て

河
川
に
常
樓
す
る
，，1 :一
の
は
難
雄
共
に
産
卵
後
も
氣
力
を
被
彼
し
mn
年

再
び
産
卵
す
る
も
の
が
妙
く
な
い

一田
面
に
現
は
れ
た
生
城
記
號
に

依
れ
一一一-
三
囘
位
産

」-
lP
す
る
も
の
が
あ
る
機
で
あ
る
o

サ

ラ
ク
マ

ス

は

に
如
何
な
る
變
化
を
及
ほ
す
か
と
一一一，-こ
と
で
あ
る

。一一一，-一一一一一・は
教
れ

も
生
理
的
に
離
る
べ
か
ら
さ
る
開
係
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
其
の
方

面
に
一且
る
研
究
も
極
め
て
必
要
と
な
る
で
あ
ら
う

。又
a-
解
類
に
は

主

な

る

引

用

日

書

淡
水
中
に
於
一一し
，，f
i

-

-一高
・一一一一一前一科
と
相
當
の
深
度
と
を
有
す
・o
場
所
で

は
降

一9
し
．
-一J
も
の
同
様
に
成
長
が
良
好
で
あ
る

。一一一一し斯
る
も
の
は

産
卵
年
齢
は
極
め
て
不
同
と
な
る

。ャ
マ
'-

，
-

，

の
難
に
も
淡
水
中

に
於

て
稀
に
産
卵
す
る
も
0

）があ
る

。
之
れ
は
何
等
か
0

）降
時
に
使
つ
て

恐
ら
く
陸
封
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
一
般
に
サ

ク

ラ

一r
ス
確
魚

が
陸
對
せ
ら
れ
・・・・
ば
ャ

一;
に
な
る
と
云
ふ

こ
と
は
上
述
の
事
資
か

ら
考
〈
，

れ
ば
不
種
営
な
言
葉
で
あ
る
と
思
・，-
（ :

一
又
サ

ク

ラ
マ

ス

は
営

て
は
淡
水
接
の
種
類
で
あ
つ
た
が
傅
料
に
欠
乏
を
告
け
る
一標
に
な
り---

n一一価
な
く
降
:一一m一
す
る
一一自性
を
n
-一有
す
る
機
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か

と
も
思
は
れ
る

。サ
ク

ラ
p

ス

が
ャ
マ
・一一一，
時
代
を
過
ぎ
成
一
．
一一一
．とな
る

l一一一一の
間
に
於
て
色
彩
，

斑
紋
'
形
態
等
に
種
・o

の
發
化
が
ぁ
る
が
其

の
歸
す
る
と
こ
ろ
は
， r-一一・rs
-
・

を
保
護
し
他
・一一一一・挿
--
す
る
に
有
利
な
ら
し

め
る
一一一一一一め
の
一
方
法
に
一
過
き
ぬ

。

サ

ク

ラ
マ

ス

の
生
態
學
的
研
究
中
今
後
に
殘
さ
れ
た
間
題
は
決
し）

て
一m一くな
い

。就
中
筆
者
の
切
に
知
ら
ん
と
欲
す
る
こ
と
は
一
雄
ヤ（

マ

ー

の
生
殖
線
が
細
く

し
て
降

一9
性
を
生
ず

る
の
は
集

養
不
足
に
基

く
か
又
何
等
か
他
の
原
い
に
よ
る
か
で
あ
る
o

若
し
一一一一一一養
不
足
よ
り

來
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
養
魚
池
に
於
て
投
岡
せ
ず
多
数
を
放
養
す
る

所
調

H
言
9
c
u
1

t

u
r
e

を
:

i一一一行
せ
ば
雄
一n一中
よ
り
更
に
多
数
の
降
海

性
を
有
す

る
ャ
マ
ー

を
造
成
し
得

一一一・0
-一
も
第
者
は
事
ろ
他
に
基
因
す

）

る
も
の
か
あ
る
標
に
思
は
れ
る

。二
更
に
興
味
あ
る
こ
と
は
降
海
性

（

を
要
失
せ
る
雄
ヤ

マ
・-
-

，・一一一一，m一水一梢
中
に
て
飼
育
す
れ
ば
a一夫
れ
自
身

ll・

一一M一
め
て
種
類
の
接
近
し
た
も
の
が
多
い
か
ら
之
等
種
顯
の
生
態
的
研

究
を
遂
-l・そ
の
間
に
著
し
い
相
違
が

あ
る
ゃ
否
や

と
一-
ふ
，一と
を
知

悉
す
れ
ば
分
類
上
に
・・c
應
用
;--;
れ
る
こ
と
が
多
い

，c
思
ふ

。

大

一-一
正

滿

-
ャ
マ
メ
及
び
ア
マ
ゴ
の
分
布
境
界
線
に
就
て

地
理
學
評
論
第
六
一器
一第
七
號

同

l
ー
ャ
マ
メ
及
び
ア
マ
ゴ
の
系
統
一
並
に
真
の
生
活
史
に
開
す
る
二
、三
の
知
見

自
然
科
學
第
四
一一一e一
第

一
號

田

中

茂

德

-
ャ
マ
メ
と
マ
ス
と
の
分
類
學
上
の
開
係
及
び
其
の
學
名

動
物
學
雜
誌
第
四
十

一
卷
第
地
開
M
t
g
號

一一一・
田

芳

男
1
1
ヤ
マ
ぺ
の
話

北
海
道
一田一館
解
化
事
業
協
會
fl-
行

桑

山

発

-
特
に
應
用
M

:一一一・…一一學
上
よ
り
見
た
る
毛
翅
目

の
一一一一-一
日
本
學
術
協
會
報
告
第
五
8

I

）．S
． J
o
r（
l

a
n
au
d

C

． I
・，
H
一一一b一一・
M
e
n
l

o
i

r
s

o
f

t

h
e

C
a
r
u
e
9
i

e

:M:u
s
e
u
一一-
-

o
l

．
．X一一一一o
．2

同

-
-
洞
爺
湖
産
の
マ
ス
に
就
て

水
産
學
雜
誌

第
三
十

四
號

態
館
旋
報

第
四
卷
第

一
號

-1l・
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第 二 圖 版 設 明

1ll. サ ク ラ ・,ス 親 魚  北海道 11ll1:.1l,1:川産

(三年魚 111 ) 昭和六年九月十一目補獲

上 6 体長 45.:1cm
下 Q 体長  44・ ,cnt

8. 湖水産サクラ ー・ス ( イ タ ー・ス型の lLの )

( f i .年魚)  北海這洞爺湖産

昭和六年八月二十二日補班

体長  i 9 . 11(、1u
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報 lll a ◆t

〇
光

集

の

虹

総

去
る
五
月
十

九
日
性
て
御
來
道
中
の
開
院
宮
一一一一一 :仁
一・一，一船
一下
能一一一1一願

下
の
， l一 :

品

一に
供
し
た
る
後
御
食
膳
に
上
る
光
榮
に
浴
し
た
る
!l1l
'

期
は

昨
年
來
札
幌
部
外
---
駒
内
河
畔
に
於
て
本
會
々
員
吉
野
武
者
二
氏
一一一一一

管
0

）養
館
場
飼
育
に
係
る
も
の
て
千
歳
解
化
場
所
産
の
一械
卵
か
ら
解

化
し
た
も
の
て
あ
る

。こ
の
一・一一一一一一解
は
同
一一一一一一爾-l-館
場
中

の
最
も
成
育
よ
き

も
の
・
、-

中
か
ら
選
ん
た
も
の
て
飼
育

一
ヶ
年

二
ヶ
月
に
て
全
長
九
寸

位
の
大
形
に
速
し
た
る
成
育
一9
め
て
良
好
な
る
も
0

）てあ
つ
た

。

〇
谷
茂
平
氏
表
彰
さ
る

本
會
員
谷
茂
平
氏
は
去
る
五
月
十
九
日

大
日
本

水
産
會
伏
見
總
裁

宮
殿
下

よ
--

）水
産
功
勞
-lf
と
し
て
功
續
表
彰
證
を
投
興
さ
れ
る
の
光

榮
に

浴
し
た

。氏
の
水
産
界
の
功
勞
は
左
記
功

績
表
彰
一-lft
-

，．
-

-一一M◆
、～

、
れ

て
あ
る
o

同
氏
一
門
の
名
器
に
と
・

、-・
ま
ら
す
本
道
水
産
會
の
名
一器
て
・の
り
-・

本
會
:

員-
よ
り
こ

．一名器
あ
る
一-一を
出
し
た
こ
と
は
欣
喜
一r
．一一一一一一へ
一一-る

と
こ
ろ
て
あ
る

最
多
は
一自
六
十

反
の
も
の
が
あ
る

。

小
-f
'
細
走
方
而
よ
り
は
己
に
-f
月
中

旬
に
出
帆
し
た
も
の
も
あ

り
近
く
北
洋
漁
場
は
異
常
の
一限
・一～一一一一一一す
る
こ
と
て
あ
ら
う

。

〇
雄
稚
魚
一一一，新放
流
方
法
の
實
施

人
I-
'

解
化
場
-

，
-

ら
放
流
す
る
確
魚
は
-fli
〈
'

出
る
ま
て
に
各
種
の
--ltM

害
と
害
敏
と
の
た
め
に
減
耗
す
る
こ
と
は
免
れ
な
い
の
て
之
が
除
去

經
減
に
は
何
處
て
も
書
心
す
る
と
こ
ろ
て
あ
る
か
此
度
千

一一一一一解
化
場

て
は
此

一一一一一 in一一・か
ら
去
る
五
月
十

七
H
一離
一一一‘一一一一一、五十
万
一尼
を
舟
を
利
用

し
て
約
三
十
…一一一下
流
の
石
一一一一 :-河
口
に
近
く
ま
て
連
搬
し
て
放
流
し
た

勿
論
確
布
、
は
直
に
-fl-
に

は
出
す
却
て

i

三
十
町
，-- :
流
の
水
の
淀
め
る

所
に
遡
上
停
滞
し
て
ぉ
る
が
ゃ

が
て
機
を
熟
す
れ
は
海
に
出
る
も
の

と
思
は
る
o

此
方
法
は
解
化
場
の

:

～

u
置
や

河
川
の
般
況
や

い
ろ

く
の
開
係
て

何
慮
の
解
化
場

、
-

も
同

一・
， ::
-

，

法
を
-a
ゆ
る

こ
と
は
网
難
て
あ
ら
う
が

途
中
の
一一一ル， 一一m
を
無
く
す
る
と
言
ふ

事
に
對
す
る
努
力

の
一
つ
の
表
理

と
し
て
整
に
紹
介
し
て
ぉ
く

。

〇
官
M
'一‘r解
化
場
事
業
一一一一-一一商打
合
會

本
年
度
本

會
は
去
る

三
月
二
十
四
日
北
-il-
適
一9一に
於
て
開
確
せ
--

）

出
席
者
は
本
・
-lla
側
新
:一 :一 :-一水
産
課
長
外

六
名

、
水
産
試
驗
一場
側
食
上
場

長
外

一
名

、
千
歳
西
別
各
解
化
場
長
計
十
'

一
名
に
し
て
先
つ
前
年
度

に
於
け
る
各
事
業
施
行
献
況
を
報
告
せ
る
後
左
記
・…
一一・項
を
a
合
せ
た

り

。
一
、
昭
和
八
年
度
各
解
化
場
事
業

豫
定

=
六

功

績

表

影

證

北

海

道

'

谷

茂

一平

一一一一一に
北
-ll-
流
業
の
開
一一 :

m
に
志
-
率
先
流
業
に
從
事
し
遂
に
サ

ケ

沖

網
を
築
出
し
て
成
續
を
率
〈
又

．
紅
館
人
工
解
化
場
を
創
設
し
併
せ

て
其
の
確
請
業
を
起
し
年

を
逐
ふ

て
設
備
を
完
成
し
事
業
を
械
張

し
以
て
水
産
・

增
殖
の
基
礎
を
樹
つ
其
の
功
績
顯
著
な
り
仍
て
一一一一一に

之
を
表
彰
す

昭
和
八
年
一五
月
十
九
日

大
日
水
産
會
總
裁
御
名

〇
北
千
島
鮭
館
流
細
漁
業
許
可

数
年
に
一且
り
北

-fl-
道
水
産
一試
験
場
に
於
て
試
驗
調
査
の
結
果
有

望

と
認
め
ら
れ
た
北
千
島
fllf
館
流
細
-lla
業
は
本
年
度
に
一生
り
出
願
八
商

件
に
上
る
S
盛
况
を
．

:
:

-

f
．

し
た
る
が
北
海
遭
廳
は
慣
重
調
?

l一一一一の
上
そ
の

中
百
九
十

一a
加
':

を
許
可
し
た

。

本
-la
業
の
操
業
．…一一一一域
は
北
緯
五
十

一
度
以
南
の
北
千
島
構
-f-
但
し

占
守
島
固
端
岬
よ
り
樂
禁
加

一一バ
ト

力

崎
に
-lf
る
線
の
中
央
・一一～通過

す
る
經
線
以
東
は
占

一一一一 :・
島
小
泊
州
を
基
點
と
す
る
一-一
岸
三
畑
:

線
内
を

除
f一一一北
緯
五
度
四
十

九
分
以
南
の
隔
域
て
あ
つ
て
操
業
時
期
は
最
も

早
・一一一一一一は
r
:一月
一
目

て
終
期
の
最
も
一一一一一一・一一一一一一は
十
月
十
五
:

"一て
船
に
よ
つ

て
央
々
異
る

。
使
用
漁
具
は
流
細
て
一一a--一の
使
用
数
は
少
き
は
三
十

反
f-
十
反
と
言
ふ
の
も
あ
る
が
多
く
は
八
十
反
か
ら
-l-
反
の
も
の
て

千

歳

一一一一一一
五
千
万
粒

聽

百
万
位

西

別

同

三
千
万
粒

同

五
百
万
粒

留

別

同

千
六
百
万
粒

同

千
六
一a
万
粒

計

同

一
億
粒

同

二
千
〇
八
十
万
粒

二

、
試
驗
調
査

'

フ
オ

ル
マ

リ
ン

、n
一一一一一一の
資
用
化
に

開
す
る
件

（西
別

）

解
化
器
改
良
試
驗
に
開
す
る
件

（千
歳
'
西
別

）

養
躍
試
驗

（千
歳
、
西
別

）

鮭
館
制
一上
調
査

．

（千
歳

、西
別

一一B別
）

三
、
其

他

種
那
配
付

、一一一一一M-- :
，生
入
場
-

民
番
解
化
事
一一一一一指
導
監
管
に
關
す
る

事
項

會

報

〇
釣
の
趣
味
展
覽
會
へ
出
品

札
幌
的
魚
聯
明
L
l

-
能
の
的
0
趣
味
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